
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会は共同通信社などが主催

する「地域再生大賞」で、平成 28

年度の「優秀賞」を受賞しました

（推薦＝奈良新聞社）。奈良商工

会議所が主催する「第 2 回 Nara

観光コンシェルジュアワード」で

も、ガイドグループ担当理事の安

井永さんが最優秀賞を獲得。 

 ここへ来て当会の活動が俄然、

注目を浴びています。当会は発足

以来、人材の育成を最優先課題と

して取り組んでまいりました。以

下、これまでの経緯を振り返って

おきます。（専務理事 鉄田 憲男） 

科学的・合理的・組織的に取組み 

当会は任意団体「奈良まほろば

ソムリエの会」として発足してか

ら早 6年目。今では観光コンシェ

ルジュ最優秀（2 年連続）などの

ガイド名人や講演の達人を輩出

する団体として、広く知られるよ

うになりました。 

昨年末、毎日新聞の書き手を募

りますと応募者が殺到、あっとい

う間に 1年分が埋まりました。各

地の講演会の講師も、順調に候補

者が集まっています。 

当会発足当初から第1に心がけ

たのは「人材の育成」でした（第

2は広報活動）。過去にはマニュア

ルも研修体制もなく、個人の力量

だけでガイドをしている他地域

の例をたくさん見てきました。こ

れではまるで丁稚奉公、組織とし

ての取組みではありません。 

幸い当会には元企業戦士が多

いため、ガイドや講師の養成は科

学的・合理的に実施できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PowerPoint 使用」を必須に 

例えば講演会の講師養成につ

いて（担当＝啓発グループ）。当会

の講師は「PowerPoint を必ず使

うように」としました。今や塾の

説明会から株主総会まで、どこで

も普通に PowerPointを使う時代

です。それでも当初は「カッコつ

け」と言われました。 

講師養成講座→研究発表練習

会→研究発表会→講師派遣とい

う基本の流れを作り、また別途、

PowerPoint などのパソコン講座

も開きました。おかげさまで今で

は 20 人以上の講師が育っていま

す。県下の NPO で「講師を派遣

します」と公言しているのは、当

会くらいです。 

台湾語で「地理・地名・地図」の謎 

当会は平成 26年に『奈良「地理・

地名・地図」の謎』（実業之日本社

刊）を監修し、1万 5千部が発行さ

れました。評判も上々のため、出版

社から「台湾語で出版したい」との

話がありました。 

この本を片手に、台湾人が奈良に

来られる姿を想像するだけで、誇ら

しい気持ちになります。 

毎日新聞の「ディスカバー！奈良」

も、好評連載中です。当会の今後の

展開に、乞うご期待！ 
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地域再生｢優秀賞｣､コンシェルジュ最優秀、当会から輩出！ 

 

 
最優秀賞は安井理事（2/4） 
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毎日新聞の連載記事（2/16 付） 

 
奈良新聞社で甘利代表と（1/25） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな活動をしているか 

現在 46名のメンバーが在籍し、

平成 28年度は、181組・2,550人

のお客様を案内しました。 

ガイド活動には、次の 3つのタ

イプがあります。 

① 自主ガイド 

お客さまの申込みにより、希望

の日に希望の行き先にご案内し

ます。奈良県内各所にご案内し、

モデルコースもあります。詳細は、

ガイドグループのホームページ 

（ソムリエと巡るで検索可）をご

参照下さい。 

② 募集ガイド 

グループが企画した日程・コー

スで参加者を募集してご案内し

ます。この春は、「葛城古道：神話

の神々に出会う道 3/19(日)」な

ど、10コースを行います。（詳細

は、ホームページ参照） 

③ 受託ガイド 

旅行会社や団体が企画したツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーのガイドを受託します。継続

的に実施しているものとして、

JTB「奈良の世界遺産巡り」や、

NHK 文化センター「大和路を歩

く」などがあります。 

運営は、グループのメンバーが 

分担して行っており、総務（会計、

会議室予約など）、受付（ガイド依

頼の受付管理）、PR（チラシ、ホ

ームページ作成など）、研修（研修

会、OJT制度運用など）の 4つの

チームに分かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソムリエ・ガイドがめざすもの 

市町村のボランティアガイド

団体とは違う特長を持って、「奈

良の素晴らしさを伝える」ことを

目指したいと考えています。具体

的には、①おもてなし力（気配り、

目配りが行き届いたお客様対応）、

②お客様を満足させるプラン、③

コンテンツの工夫（奥深い内容、

新鮮な視点など）、④表現力（魅力

を的確に伝えるなど）の 4つの点

で、グループとしてレベルを高め

ていきたいと考えています。 

加入を検討される方へ 

携帯電話とパソコン（メール送

受信）を持ち、できるだけ運営業

務の一端を担って頂くことを、加

入の前提としています。また、ガ

イドグループの一員として活動す

るうえで心掛けて頂きたいこと

は、①お客様の満足を第一とする

こと、②サービス事業としてのプ

ロ意識と責任感を持つこと、③協

調性を持ち積極的に活動に取り組

むこと の 3 点です。ガイド未経

験の方は、メンバーをトレーナー

として参加者の誘導などガイドを

補助することから始め、実習等の

段階を踏んで研修をします。 

何か、厳しい印象を持たれたか

もしれませんが、明るく楽しい雰

囲気で活動していますので、「安

心してください！」 

◇担当・問合せ先：安井 永 

（メールアドレス： 

eddie8383@leto.eonet.ne.jp 、

電話：090-2789-0382） 

 

奈良の素晴らしさを伝えたい！ -ガイドグループの活動ご紹介- 

 

 

桜の甘樫丘をガイド 

 
グループの連絡会 

 
大神神社をガイド 
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今年始めの古墳散策は無名古

墳に挑戦でした。目的の古墳は遺

跡地図に記される「14B-184」で

す。桜井市立桜井中学校の北側に

ある小さな山林の中にあります

が、想像以上に古墳のある場所ま

で辿り着くのが困難でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようにガイドブックに載

らず、調査もされていないような

古墳はほぼマニア向けなので、冬

場の草が枯れる 11 月～3 月を狙

って探索します。では古墳マニア

の活動期は冬場だけなのかとい

えばそうではありません。四季折

々の古墳の楽しみ方があるので

す。古墳の美しい季節は 4月～10

月と言えるでしょう。 

春は古墳の緑が淡く萌え、つつ

ましい山桜がアクセントとなっ

てくれます。標高 200mの景勝地

にある新庄二塚古墳がお勧めで

す。梅雨の頃は水田に映る水鏡の

古墳。夏は青空と古墳の緑が最も

美しい季節です。天皇陵を巡りな

がら御陵印を集めてみるのも良

いでしょう。 

周濠のある古墳は見た目も涼

しく、時おり水辺を渡る風に時間

の経つのも忘れてしまいます。秋

は紅葉とのコラボレーションで

しょう。桜井市岩坂の古墳は、古

墳そのものよりも小さな谷川を

挟むように広がる棚田と里山の

風景がとても美しい。古墳の位置

を示すように傍らに柿の木の老

木が立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光シーズンはどこも混雑し

ていますが、古墳はほぼ人混みレ

ス。逆に人に会うと驚きかも知れ

ません。好みの古墳によってベス

トシーズンは分かれますが、自分

なりの歩き方楽しみ方で奈良の

マイベスト古墳を見つけてみて

はいかがでしょう。（道崎 美幸） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

歴史探訪グループの活動に初

めて参加してから4年近く経ちま

した。史跡等探訪サークルでは

ウォーキング、記紀万葉サークル

では座学とそのテーマに基づい

たフィールドワークを通して知

識の研鑽を図っています。 

最初の頃は「岡山から来ている

の？」と驚かれていましたが、結

構頻繁に参加しているので、今で

はすっかり奈良の皆さんと同化

して（？）楽しく活動しています。  

この原稿執筆を機に今までの

参加回数を数えてみると両サー

クルを合わせてちょうど 30 回で

した。 

 振り返ってみると、地元岡山の

古代史を見直すきっかけとなっ

た吉備路バスツアー、大雨の信

貴・高安ウォーク、毛原廃寺にま

で足を運ぶことが出来た大和高

原バスツアー、登頂の喜びを味

わった葛城山や音羽山登山・・・

一つ一つが思い出深いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常は不可能な仏像拝観・施設

等の見学をさせていただいたり、

自分では到底見つけられないよ

うな古墳・城跡・鉄道の遺構等を

歩いて確かめることが出来るの

は大変貴重な体験であり、有難く

思っています。 

 もともと奈良での人間関係や

土地勘がゼロだった自分にとっ

て、このグループに参加して生き

た知識をたくさん吸収出来、そし

て奈良にお友達が出来たのは大

きな意味のあることでした。 

当会のグループ活動の中で一

番参加しやすいのではないかと

思いますので、まだ会の活動に参

加されたことのない方、既に他の

グループで活躍されている方に

もおすすめです。今後もたくさん

の方とお会い出来るのを楽しみ

にしています。  （藤原 麻子） 

シリーズ「古墳を楽しむ」 

 

 

歴史探訪グループの活動に参加して 

 

－３－ 

 

桜井市の稚桜
わかさくら

神社 

 
 

 



 

今回は、奈良県からほんのわず

か離れます。大和路線（関西本線）

は大阪に向かって、三郷駅を出て

大和側を南に渡り、河内堅上駅の

手前で再び北側に戻ります。こう

までして川の北側を避けるのは、

この付近「亀の瀬」が日本でも有

数の地すべり地帯であるからです。 

明治 25年（1892）の開通当初

は三郷（三郷駅は未開業）から北

側をそのまま西へ進み「亀の瀬ト

ンネル」を経て，河内堅上に至る

ルートで、大正 12年（1924）に

は2本目のトンネルで複線化が完

成。しかし、発生した地すべりの

ため昭和 6年（1931）にトンネル

内で亀裂が発見、崩落の危険があ

ると判断され、翌年（1932）使用

を休止しました。その際、この危

険なルートの復旧をあきらめ、2

つの鉄橋と3つのトンネルで川の

南側を通る現在のルートが、休止

からわずか 11 か月の工事で昭和

7 年（1932）末に開通しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

忘れ去られていたこの「亀の瀬

トンネル」が、地すべりを防ぐ排

水トンネルの掘削工事中に発見

されたのは、平成 21年（2009）

のことです。内部にはレンガ積の

壁面が残り、崩落し流れ込んだ土

砂が地滑りの凄さを生々しく伝

えます。常時公開されていません

が、「亀の瀬地すべり資料室」で年

数回開催されるイベントや、団体

での申込で見学ができます。 

もう一つ、ルート変更に伴う鉄

道遺産があります。河内堅上駅東

の「第 4大和川橋梁（鉄橋）」は浅

い角度で大和川を渡ります。斜め

に架かる鉄橋の橋脚が川の流路

や道路を妨げることを避けるた

め、川と直角にトラス橋（三角を

組み合わせた橋）を架け、その上

にガーター橋（鉄板状の橋）を斜

めに乗せるという全国でも非常

に珍しい形状の橋となりました。

車窓からではわかりにくいです

が、国道などからぜひその姿をご

覧下さい。   （小林 誠一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雅やかな京都に憧れて就職し

ました。しかし徐々に人の手の込

んだ京都よりも奈良に惹かれる

ようになっていきました。 

そんな中、2005 年にシルクロ

ード奈良国際シンポジウムが開

催されました。奈良はシルクロー

ドの終着駅と言われています。 

また、第 60回正倉院展に【白瑠

璃碗】が出展され、伝世品と出土

品の違いを確かめに行きました。

イラン考古学博物館の碗は、土の

中に埋もれていたので茶色かっ

たことが印象に残っています。 

ある時、テニスコートで遷都祭

が話題になり、奈良まほろばソム

リエ検定を知り、面白そうだと始

めました。予想問題をする私を横

目で見ていた夫も1年遅れで検定

を始め、ソムリエ受験は同じにな

ってしまいました。 

予想問題を5問ずつ作って臨ん

みましたが、得意にしていた 4択

は難しかったです。帰ってからの

答え合わせで私は合格ラインへ、

夫は不合格の予想をしていまし

たが、厚めの封書が届き一緒の合

格になりました。 

私はガイドグループに所属し

ています。昨夏の春日大社の狛犬

展のガイドで、エジプトのスフィ

ンクス・パルミラのライオン・ペ

ルセポリスのライオンの像がシ

ルクロードでつながりました。 

夫は鹿サポーターズクラブに

入会しました。見回りをする夫と

奈良公園で行き違い、同じ奈良を

愛するものとして、喜びを感じて

います。 

（竹内 和子） 

シリーズ「奈良県の鉄道遺産」 

 

 
亀の瀬トンネルの崩落した断面 

ソムリエ合格体験記 
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第４大和川橋梁 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良検定のことをどこで知っ

たのかすっかり忘れてしまった

が、ホテル杉の湯に勤務してい

るので、お客さまから尋ねられ

ることに誠実に答えたいと思い、

平成 23年に 2級、24年に 1級

に合格した。ソムリエ級挑戦は、

退職後寺巡りでもしながらと、

一服がてら残しておいた。 

平成 27年、鉄田専務が私の勤

め先のホテルに講演に来て下さ

るようになり、退職された方が

奈良検定ソムリエ級に合格して、

地域のガイドを楽しまれている

ことを聞き、私もそれをやりた

いと思った。鉄田専務に背中を

押され、翌 28年 1月の受験を決

意した。この出会いも“ご縁”

だと思っている。12月の受験対

策講座を受け、予想問題を解きな

がら、いよいよ本番の日が来た。 

ズバリ答えの出る四択問題は

難関だったが、御社尾
ご し ゃ お

は俳句で

吟行した。これは 12月の講座で

出ていた、などと解き進め、200

字問題では吟行で歩いた竹内街

道と学生時代から親しみのあっ

た額田王の万葉歌を選んだ。400

字問題は「役行者ゆかりの地を

巡る」を選び吟行で何度も行っ

た天川村・龍泉寺から女人結界

の門までの所を書き、年老いた

行者が登山口で西の覗きの行場

の方向に手を合わせ涙していた

のは印象的だったなあ、と思い

出しながら原稿用紙を埋めてい

った。 

合格点は難しいかな。でも、

もしかして・・・と待ちに待っ

た通知は合格。自分の足で歩き、

この目で見たものを自分の言葉

で書いての結果だったと思う。

これからも現地へ行って、見て、

納得して奈良を伝えていきたい

と思っている。奈良を勉強する

ことは、まさに温故知新だった。       

（前田 景子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界で一番美しい人が奈良に

いる。5年前に中宮寺の菩薩半跏

像を拝観した私は、その美しさに

時を忘れました。同じ年の夏には

15年ぶりに大神神社に参拝し、三

輪山の変わらぬ壮麗さに魂が震

えるような感動を覚えました。人

の魂に直接響く美しさや感動が

奈良にはある。そこから私の奈良

通いが始まりました。 

当時私は芦屋に住んでいまし

た。奈良検定があると知り、二級

一級は芦屋から受験し合格。ソム

リエ級を受ける為に奈良に引っ

越しました。講座グループの受験

対策講座に月 2回通い、教えて頂

いた予想問題に的を絞り合格し

ました。 

合格後にまほろばソムリエの

会に入会しました。巧みな話術の

講師の方々がいる講座グループ

に参加。そして「美味いものを極

める会」の言葉につられて、啓発

グループにも参加しています。 

講座グループでは自分の経験

が、お役に立てばと講師を務めさ

せていただいています。イケメン

知的男子揃いの啓発グループで

は、勉強会だけでなく、奈良かる

たの製作や子供達への支援活動

にも取り組んでいます。 

頼るすべを何一つ持たず、私は

一人で奈良に来ました。会の活動

を通じて、新しいたくさんの出会

いがありました。繋がりが増え、

知識が増え喜びが増え、活動に参

加することで、ますます奈良が好

きになりました。 

王寺に暮らし、夕映えを背景に

した信貴山の稜線の美しさに感

動する日々。悠久の歴史が今に息

づく奈良、何気ない日常に感動す

る奈良、そんな素晴らしい奈良を、

これからも会の活動を通じて、一

人でも多くの方に、次代を担う人

達にどんどんお伝えしようと思

います。 

 （松永 佳緒莉） 

ソムリエ合格体験記 

 

ソムリエ合格体験記 
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年が明け初めての講座、8 日の

試験を終えて皆さん笑顔が絶え

ません。「いやあ、大和神社の 400

字、お蔭でバッチリですわぁ」な

どと、1 月 28 日のソムリエ検定

問題の答え合わせの教室です。 

確かに中部公民館で開く「奈良

検定受験対策講座」（毎月第 2・4

土曜日）は年と共に充実してきま

した。受講する方々も顔なじみで、

年末には資料配布数も 60 部に達

しています。12月の直前対策講座

の内容に反映するために、あえて

奈良商工会議所の「ソムリエ支援

セミナー」を受けている西川、福

井氏を中心に、7～8人の講座サー

クル所属会員が分担して講師を

担当しています。「ソムリエの会」

にも受験講座受講者からのソム

リエ合格者が増えつつあります。

また、講座サークルに加入され、

最新の体験も踏まえて講師を担

当してくれる広がりもみえ喜ばし

いことです。 

上記大和神社も支援セミナー

のヒントから、年末に大和古墳群

周辺をウォークしたことがズバ

リ出題されたわけです。1 年かけ

てその年出題の1級・ソムリエ級、

過去問題などを解説し、年末に対

策講座も開いています。 

一方、“奈良をもっと楽しむ講

座”と称して、毎月第 2金曜日に

「若草公民館」では奈良にまつわ

る事柄を深く掘り下げた一つの

テーマで、サークル員、ソムリエ

の会員、外部の博識者などが講師

を担当しています。2 月には「奈

良の鉄道よもやま話」3 月「額田

王」などです。パワーポイントで

の説明が定着し、良く解ると好評

を頂いています。 

そして毎月第 4水曜日の「西部

公民館」では県推奨の“歩く･奈良”

からコースを選び、その紙上

ウォークと自由テーマについて、

隔月に担当する講師が、いかにオ

リジナルな内容で、興味深い話が

できるか工夫を重ねています。今

年から新しい女性の受講者も増

え、帰り際の心からの笑顔の「あ

りがとうございました」に元気づ

けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

三つの公民館それぞれに、受付・

資料配布などを分担してくれる女

性の世話役の皆さんの協力も重要

です。受講者と顔なじみで、和や

かな会場の雰囲気が見られます。 

かつて「交流部会」の中の「公

民館講座サークル」として発足し、

先輩諸氏の数々の苦労と工夫で

今があるのだと、そしてその先輩

諸氏と後からのサークル会員が

一緒になって実施しているとこ

ろに強いチームワークがあるの

だと思います。 

そして 3 年前に、「講演・講座

グループ」という新しい使命を

担ったグループが出来ました。前

述の「講座サークル」活動も包含

しながら、“本物の奈良と出会い、

本物を楽しめる奈良”というスタ

ンスで、会員のみならず一般市民

にも参加を呼び掛ける「なら記紀・

万葉を味わい楽しむシリーズ講演

会」を 10回程度継続して企画、実

施する担当となったのでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程、会場、講師、演題の検討、

会場設営は勿論のこと、如何に聴

衆者を集めるか、企画から実行に

至るまで、理事会の指導のもと各

グループ所属の皆さんの強い協

力を頂きながら、シリーズ講演会

を開催しています。お蔭で一昨年

4 回、昨年 2 回の計 6 回実施し、

今年は第 7回（6月）第 8回（10

月）を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように「講演・講座Ｇ」は

会員外へのアウトプットが主体

です。一緒に活動しようとされる

方は是非お手を挙げて頂きたい

と思います。 

（講演・講座Ｇ担当 小野哲朗） 

講座・講演グループ活動紹介 

 
西部公民館講座風景 

－６－ 

 
中部公民館受験講座風景 

 

菅谷先生講演会 

 

菅谷先生講演会会場風景 



(1)はじめに 

当グループは 27年 6月から約

1 年をかけて市町村指定文化財調

査を実施しました。その調査の概

要と、調査者・発表者の意見・感

想を報告します。 

(2)調査の概要 

①調査の動機・・・県内には国指

定重文 1,436、県指定文化財 520、

市町村指定文化財 654 がありま

す（27年 4月）が、国や県指定は

有名で比較的管理も良い状態で

す。「では市町村文化財はどうな

のか？」という素朴な疑問から、

まず現状・実態調査から始めるこ

とにしました。27年度は史跡・名

勝・天然記念物・有形民俗文化財、

計 118件を対象にしました。 

②調査体制・・・調査活動には 10

数名の参加者（少ない時は数名）

で対応し、全県をカバーするため、

調査は 10数回に及びました。 

③調査結果・・・文化財の現況調

査と、今後の検討課題等を調査

チームで訪問の都度検討し、調査

票にまとめました。 

◎全ての調査票（99件）は当会の

HP➡活動報告➡文化財調査結果

でご覧になれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)調査者・発表者の文化財調査を

終えた意見・感想（発表順） 

①奈良市指定文化財の約半数が

樹木や社叢であり、多くは寺社が

所有・管理しています。氏子総代

や自治会が管理する所もありま

す。傷んだ樹木の手当てや森の下

草刈りなどに十分な費用や人手

が無く、維持・管理が追いつかな

いという声を聞きました。これは

市町村文化財に共通する課題だ

と思います。   （岡村 幸子） 

②特に印象的だったのが、実際に

実物を見ることはできなかった、

宇陀市の飯降
い ぶ り

薬師の磨崖仏です。

(写真は下)創作された時代は、白

鳳か奈良時代と言われ、風雨に曝

されないように全体を祠で覆っ

ており、文化財に対する地域の

方々の熱い思いが伝わりました。 

（橋詰 輝己） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③名前すら知らない遺跡や自然

遺産などを探し求め、その状態を

確認する活動。ではその見たこと

をどう活かすか？その一つが、今

回の発表会だったと思います。山

添村には桜の名木や古代信仰の

岩座など、観光としての穴場が多

くあり、10分以内でまとめるのに

苦労しました。 （小倉 つき子） 

④グループ調査の事前準備で市

町村訪問の際、市町村によって対

応がバラバラで、熱心に対象先ま

で同行していただいた市町村も

ありました。文化財に対する愛着

の差を感じました。（亀田 幸英） 

⑤対象が多く、不安でしたが、打

合せを重ねるうち調査の意義や

重要性を理解しました。活動の進

行に伴い、メンバーのチームワー

クも高まり楽しみながら調査で

きました。調査表の作成から発表

会の資料作り・練習等苦しい時も

ありましたが、達成感と共によい

経験となりました。 （水間 充） 

⑥調査を終えて痛感したのは、自

治体によって保存の取り組みに

大きな差があること、未指定の市

町村がほぼ半数の 19 自治体もあ

ることでした。今後は自治体への

働きかけにも力を入れる一方、メ

ディアに私たちの活動を取り上

げてもらえるよう時代に即応し

た保存継承も意識していきたい

と思います。 （久門 たつお） 

⑦新聞発表では、多数のメンバー

による、多くの「目」で見たこと

によって、評価を得て、産経新聞

と奈良新聞に大きく 取り上げて

頂きました。今回は市町村指定で

したが、今後は、国、県指定も実

施し、全体像を把握していきたい。     

（鈴木 英一） 

保存継承グループ・27 年度市町村指定文化財調査

について 

 
平成 27年 7月大和郡山市・大納言塚 

調査風景、とにかく暑かった 

 
平成 28年 11月 27日発表を終えて、

みんなすっきりした顔 

 
磨崖仏を完全に祠で覆っている 

－７－ 

 
説明案内板の磨崖仏 



総会・講演会・懇親会のお知らせ 

日時：6 月 17 日（土） 13 時より 

場所：奈良ロイヤルホテル 

講演会 講師：阪南大学教授 来村多加史氏 テーマ：天平人が思い描いた神武東征伝説の舞台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今年は良い桜が見られなかっ

た」と、4 月の半ばにふと思った

ら、「吉野の奥千本が待っている」

である。 

 吉野山の桜は白山桜、葉の芽が

出てから花が咲く。赤芽、黄芽、

緑芽と花の白がとけあうのが吉野

の桜の素晴らしさである。役小角

（えんのおづぬ）が、修行中に祈

りによって現れた蔵王権現を桜の

木に刻んだとの伝承もあり、語り

口には事欠かない。 

吉野山の桜は 3 月下旬の下千本

に始まり、中千本、上千本と咲き

登る。花だよりもそろそろ終わり、

今年の桜も終わりかなという 4 月

中旬に吉野山の奥を訪れてみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥千本といえば西行庵だが、歩

いて登るには覚悟がいる距離と高

さがある。「きついな」という方に

は、うってつけのバス利用という

手がある。近鉄吉野駅からは竹林

院の下、中千本バス乗り場までの

臨時バスが運行されている。これ

を利用すると金峯神社行の竹林院

前バス停がすぐそばで、バスを乗

り継いで奥千本まで登ることがで

きるのだ。バスの終点は金峯神社

の修行門の前、そこから金峯神社

や西行庵をゆっくり歩いて回って、

奥千本の桜を楽しむことができる。 

帰り道もバスという方法はある

が、脚力に余裕があれば登山道を

ゆっくり歩いて下山することがお

勧めである。 

吉野水分神社に参拝し、吉野山

を見渡す絶景ポイントの花矢倉、

竹林院、桜本坊と訪れたいところ

は次々とあらわれて吉野山の自然

と歴史を満喫することができる。 

今年もシーズン最後の花見は奥

の奥、西行庵の花見と決めている。 

（雑賀 耕三郎） 
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特定非営利活動法人 奈良まほろばソムリエの会 
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